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タ
-
一
刺
戟
セ
ラ
V

タ
戸

我
日
本
ノ
墜
界
ρ

更
フ
こ
這
般
ノ
問
題
ニ
封

γ
一
プ
モ
亦
タ
向
学
問
的
興
味
ヲ
畳
知
見
戸
ニ
奇
戸
ヤ
否
ヤ
ヲ
。
遮
英
予

輩
ρ

本
論
女
-
一
於
-
ア
ハ
唯
ダ
一
ノ
周
平
読
史
紹
介
者
ノ
任
ヲ
来
サ
ン
ト
期
セ
戸
ノ
ミ
、
誠
君
希
ク

ρ

共
以
上
ヲ
以
-Y

予

輩
7
責
ム
戸
コ
ト
勿

v
。
ハ
大
引
主
手
四
月
九
日
眠
術
〉

附
言
、
本
論
文
者
シ
グ
省
略
ニ
徒
ヒ
盟
申
同
文
ノ
位
チ
換
ズ
ル
コ
ト
甚
ジ
。
其
理
由
ニ
ア
リ
}
ハ
近
来
予
輩
悶
曜
ミ
芝
ジ
カ
q
u
v
コ
ト
ニ
ハ
本
論
嗣
係

ノ
番
組
一
一
シ
デ
泣
グ
予
ず
手
=
入
ヲ
y
ト
ス
ル
毛
ノ
若
干
碕
ア
0
テ
此
等
テ
蝿
畑
山
悶
ジ
デ
後
直
予
一
士
雄
政
チ
加
へ
ン
ト
歓
λ

ル
ヨ
ト
是
ナ
"
。

幸
-
一
寛
部
ナ
蹄
ル
。

論

土
る
さ
す
人
口
論
出
収
首
時
ノ

反
罰
論
者
特
ニ
生
存
纏
論
者

五

館

岩

枕
(
四

第
五
蹴

47) ，W~Cobbe.ttJ Poor man:S f~ien9-; or a defencc of the rights of those who 
do the work and fight thc battle:、


